
「 ☞ 」 は 川 崎 市 の 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 の ホ ー ム ペ ー ジ の 該 当 箇 所 や 参 考

資 料 を 指 し て い ま す 。

１．川崎市介護予防・日常生活支援総合事業 

  介護予防・生活支援サービスに係る注意点 

（１）  総合事業によるサービスは、要支援者についても『自己作成による  

ケアプラン』にもとづくサービス提供（請求）はできません。  

    区分変更により要介護から要支援となった場合等、必ずサービ  

ス提供前に管轄の区役所・地区健康福祉ステーションに、  

「居宅（介護予防）サービス計画作成依頼届出書」の提出を行っ  

てください。  

（国のガイドライン抜粋）  

    総合事業は、ケアプランの自己作成に基づくサービス事業の利  

用は想定していない。  

☞  川崎市介護予防・日常生活支援総合事業業務実施マニュアル P４  

「平成 28年４月～総合事業開始に伴う主な変更点  ３」を参照。  

 併せて、当該マニュアルの P11、 P23、 P59、 P62～ 65もご確認ください。  

（２）『川崎市外の事業者』や  

『平成 28年 4月以降「介護予防訪問介護」「介護予防通所介護」の指

定を受けた川崎市内の事業者』において、川崎市の総合事業のサービ

スの指定を受けていない場合、平成 29年４月１日以降、川崎市の要支

援者への介護予防訪問介護、介護予防通所介護のサービス提供ができ

なくなります。  

（現在、受け入れを行っている要支援者に対し、平成 29年４月１日以

降も引き続きサービス提供する場合には、川崎市の総合事業サービス

の指定を遅くても平成 29年４月１日付で取得する指定手続を進める必

要があります。）  

（川崎市内の事業者）  

    平成 28年３月 31日までに「介護予防訪問介護」「介護予防通所介護」

の指定を受けている川崎市内の事業者については川崎市の規定による

川崎市介護予防・日常生活支援総合事業



「みなし指定」によって、川崎市の総合事業のサービスの指定を受け

ていることから、川崎市の総合事業のサービス提供が可能となってお

りますので、改めての指定手続きは不要です。）  

☞  川 崎 市 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 Ｑ ＆ Ａ よ く あ る 問 い 合 わ せ

（以下「Ｑ＆Ａ」という。）問３－１参照。  

２．川崎市介護予防・日常生活支援総合事業

  介護予防・生活支援サービスに係るよくある問い合わせ 

問１  総合事業サービスについて、事業所の都合により運営が休止した場合

や祝日等で運営していない場合でも、計画上に位置づけられた単位数を

算定してよいか。  

事業所の都合によりサービス提供を実施していない場合は、計画に位置づ

けられていたとしても算定はできません。  

☞  Ｑ＆Ａ問６－２３参照。  

（※  参照するＱ＆Ａは、【６．通所型サービス関係】ですが、本件に  

ついては、訪問型サービスにおいても同様の取り扱いとなります。）  

問２  総合事業の訪問型サービスについては、１週あたりのサービス単位が

新設されるとのことだが、区分変更申請により週の途中で「要支援⇔要

介護」、「事業対象者→要介護」に変更した場合の報酬算定の取扱いは

どうなるのか。  

  認定日が属する週の要支援・事業対象者の期間について日割り計算を行

います。  

※詳細は、川崎市のホームページに掲載している「訪問型サービス算定例

（ A2）」を参照ください。  

☞  Ｑ＆Ａ問５－１１参照。  



問３  総合事業の通所型サービスについては、１回あたりのサービス単位が

新設されるとあるが、区分変更申請等により月の途中で介護度が変更し

た場合の報酬算定の取扱いはどうなるのか。  

○「要支援１⇔要支援２」・「事業対象者→要支援」の場合  

状態区分が重い方（要支援２）の最大提供回数 10回の範囲でそれぞれ  

状態区分の期間で計画上に位置づけられた回数に応じて算定してくださ

い。  

  ＜関連  問６－９＞  

 ○「要介護⇔要支援」・「事業対象者→要介護」  

「事業対象者・要支援」の期間については、その期間に有していた状態

区分の最大提供回数（事業対象者・要支援１は５回まで、要支援２は１

０回まで）の範囲で、それぞれの期間「１回につき」※の算定単位によ

り報酬算定を行ってください。  

※ こ の 場 合 、 「 １ 月 に つ き 」 （ 同 一 サ ー ビ ス *に よ る 「 事 業 対 象 者 ・ 要 支 援 １ ：

５ 回 」 「 要 支 援 ２ ： ９ 回 ～ 10回 /月 」 の 提 供 ） で 算 定 し た 場 合 は 期 間 に 応 じ た

日 割 り 計 算 と な り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。  

*「 同 一 サ ー ビ ス 」 と は 「 送 迎 ・ 入 浴 な し 」 「 送 迎 の み あ り 」 「 入 浴 の み あ り 」 「 送 迎 ・ 入

浴 あ り 」 い ず れ か 一 つ の サ ー ビ ス の み を 該 当 月 に 提 供 （ 計 画 ） す る 場 合 を さ し ま す 。  

※算定についての詳細は、ホームページに掲載している通所型サービス算定

例（ A6:介護予防通所サービス）を参照ください。  

※なお、月途中に「要支援・要介護→事業対象者」となることはありません。  

☞  Ｑ＆Ａ問６－１１参照。  



３．介護予防訪問サービス（生活援助特化型）従事者養成研修 

について 

《愛称》～“かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）”養成研修～ 

（１）“かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）”養成研修の実施状況  

について  

    平成 28年９月から“暮らサポ”養成研修が開始されています！  

１ 月 現 在 、 市 内 3法 人 が 指 定 研 修 機 関 と し て 指 定 さ れ 、 計 ６ 回 の 研

修において 63名の方が受講されています。  

《研修の様子》  

○“暮らサポ”研修に係る広報物の作成は川崎市も実施します。また、市に

事前にご相談のうえ、指定研修機関が独自に作成された広報物を市の施

設に設置することや市の広報媒体を利用して広報することも可能です。

《市作成広報物》  

    （表）            （裏）  



（２）“かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）”について   

○“暮らサポ”研修修了者は、訪問介護事業所における従事者（“かわ

さき暮らしサポーター”）となって、要支援者・事業対象者へ家事援

助等の生活援助に係るサービス提供が可能となります。  

○“暮らサポ”研修修了者によるサービス提供も川崎市サービスコード

表の「訪問型独自サービス○ /２」による請求が可能です。  

（○は ｱﾗﾋﾞｱ数字となります。☞川崎市版介護予防・生活支援  

総合事業単位数サービスコード表  P3参照）  

（３）“かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）”養成研修実施機関の  

指定手続きについて  

市内の指定訪問介護事業者であれば、“暮らサポ”養成研修実  

施機関（法人）としての指定申請を行うことができます。  

申請は随時、受付を行っています。  

指定を受けた法人は、  

“かわさき暮らしサポーター（暮らサポ）”養成研修（ 1日程  

度）の実施が可能となります。  

 研修修了者の雇用・同行訪問（最低２回以上）を経た後、  

 要支援者・事業対象者へサービス提供が可能となります。  

研修内容や研修講師の要件や指定手続き等の詳細については、  

 ☞『川崎市介護予防訪問サービス（生活援助特化型）従事者養成研

修機関の指定の流れ』を参照ください。  

   ＜川崎市ホームページ＞  

ト ッ プ ペ ー ジ ⇒ く ら し ・ 手 続 き  ⇒ 福 祉 ・ 介 護  ⇒ 高 齢 者 ・ 介 護 保 険  

⇒介護保険制度  ⇒事業者入口⇒介護予防・日常生活支援総合事業  ⇒  

介護予防訪問サービス（生活援助特化型）従事者養成研修  

   ＜ＵＲＬ＞  

http://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/23-1-11-3-13-11-

0-0-0-0.html



４．介護予防短時間通所サービス（Ａ７）について

川崎市では、将来的に直面する生産年齢人口の減少を見据え、多様

な担い手の確保を目指しながら今後も増大する高齢者の多様なニーズ

に対応する取組のひとつとして、総合事業開始に伴い、従来の介護予

防通所介護の人員基準等を緩和した「介護予防短時間通所サービス」

の構築を行いました。  

（１）事業所の状況  

29年１月現在  ７指定事業所にてサービス提供中  

⇒指定手続きは、随時募集中  

（２）利用状況推移  ()は 28年 5月審査分以降の延件数  

    28年 10月審査分     167件（延 610件）   

    28年 11月審査分      182件（延 792件）  

    28年 12月審査分      214件（延 1,006件）  

《実際の様子》  

☞指定手続に係る詳細については、川崎市ホームページの  

『総合事業の通所サービスの指定（ H28年 4月以降新規）』をご覧ください。  

＜川崎市ホームページ＞  

トップページ⇒くらし・手続き  ⇒福祉・介護  ⇒高齢者・介護保険   

⇒介護保険制度  ⇒事業者入口⇒介護予防・日常生活支援総合事業  ⇒  

事業者指定手続き  ⇒総合事業の通所サービスの指定（ H28年４月以降新規）  

⇒介護予防短時間通所サービス（Ａ７）  

   ＜ＵＲＬ＞  

http://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000074854.html



５．川崎市介護予防・日常生活支援総合事業お問い合わせ先等 

◆  川崎市総合事業に関するお問い合わせ先 ０５７０－０４０－１１４

◆  受付時間  8： 30～ 17： 15 月～金曜日（祝日、 12/29～ 1/3を除く）  

 『川崎市トップページ』⇒『くらし・手続き』⇒『福祉・介護』⇒『高齢

者・介護保険』⇒『介護保険制度』⇒『事業者入口』⇒『介護予防・日常生

活支援総合事業』  

http://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/23-1-11-3-13-0-0-0-0-0.html






